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○○○三
重
県
内
に
大
雨
特
別
警
報
発
表

平
成
二
十
六
年
八
月
九
日
、
午
後

五
時
二
十
分
、
三
重
県
全
域
に
大
雨

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
第
十
一
号
に
伴
う
雨
雲
が

三
重
県
付
近
に
か
か
り
続
け
、
白
山

町
で
は
二
十
四
時
間
雨
量
が
約
四

百
ミ
リ
と
、
観
測
史
上
最
大
の
雨
量

を
観
測
し
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
よ
う
な
大
雨
と
な
り
、
津

市
内
を
流
れ
る
安
濃
川
、
岩
田
川
、

雲
出
川
な
ど
の
流
域
に
避
難
指
示

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

津
市
内
で
は
、
美
里
町
地
内
の
国
道

一
六
三
号
線
で
道
路
陥
没
に
よ
る

交
通
事
故
が
発
生
し
た
ほ
か
、
が
け

崩
れ
や
冠
水
、
床
下
浸
水
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

津
市
消
防
で
は
、
冠
水
地
域
で
の

ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
よ
る
救
出
や
、
消
防

団
と
協
力
し
、
土
の
う
な
ど
に
よ
る

水
防
対
応
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
宮
田

憲
一
）
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↑美里地域で発生した崩落現場

○大雨特別警報とは
台風や集中豪雨により数

十年に一度の降雨量となる

大雨が予測される、もしく

は数十年に一度の強度の台

風や同程度の温帯低気圧に

より大雨になると予想され

る場合に発表されます。

「特別警報」が発表された

ら、ただちに命を守る行動

をとって下さい。

↑ 白山地域の河川氾濫状況

↑美里地域の道路陥没現場

三三三重重重県県県ににに大大大雨雨雨特特特別別別警警警報報報
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水
難
救
助
訓
練
の
実
施

（
中
消
防
署
）

六
月
十
七
日
、
本
格
的
な
レ
ジ
ャ

ー
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
中
消
防
署
の

隊
員
が
、
津
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で
水

難
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
水
難
事
故
に
対
し

て
要
救
助
者
を
安
全
、
確
実
、
迅
速

に
救
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
今
回
は
、
三
連
は
し
ご
を
用

い
て
水
面
か
ら
陸
上
へ
の
引
揚
救

助
訓
練
と
船
外
機
付
ボ
ー
ト
操
作

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
各
隊
は
、
隊
員
間
の
一

層
の
連
携
強
化
と
水
難
救
助
技
術

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

（
妹
尾

典
宏
）

第
四
十
三
回
消
防
救
助
技
術

東
海
地
区
指
導
会
に
出
場

（
西
分
署
・
久
居
消
防
署
）

七
月
三
十
日
、
三
重
県
消
防
学
校

で
消
防
救
助
技
術
東
海
地
区
指
導

会
が
開
催
さ
れ
、
津
市
消
防
本
部
か

ら
は
、
西
分
署
か
ら
「
障
害
突
破
」
、

久
居
消
防
署
か
ら
「
引
揚
救
助
」
の

二
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。

障
害
突
破
は
、
五
人
一
組
が
緊
密

な
連
携
の
も
と
に
「
乗
り
越
え
る
」

「
登
る
」
「
渡
る
」
「
降
り
る
」
「
煙

道
を
通
過
す
る
」
と
い
う
五
つ
の
障

害
を
突
破
す
る
と
い
う
総
合
種
目

で
す
。
ま
た
、
引
揚
救
助
は
、
空
気

呼
吸
器
を
装
着
し
た
二
名
が
、
塔
上

か
ら
七
メ
ー
ト
ル
下
へ
降
下
し
、
塔

上
の
隊
員
二
名
と
協
力
し
て
要
救

助
者
を
ロ
ー
プ
で
引
き
揚
げ
て
救

出
す
る
種
目
で
、
共
に
、
安
全
性
、

確
実
性
、
迅
速
性
を
競
い
ま
す
。

約
四
ヶ
月
の
間
、
全
国
大
会
出
場

を
目
指
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
厳
し

い
訓
練
に
励
ん
で
き
ま
し
た
が
、
両

チ
ー
ム
と
も
全
国
大
会
へ
の
切
符

は
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
大
会
を
通
じ
て
得

た
、
体
力
、
精
神
力
、
技
術
力
、
そ

し
て
悔
し
さ
は
、
選
手
達
に
と
っ
て

と
て
も
大
き
な
財
産
と
な
り
、
今
後

の
災
害
現
場
で
の
活
動
に
必
ず
活

か
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
西
出

慶
太
・
野
呂

ひ
と
み
）

危
険
物
安
全
週
間
に
伴
う

合
同
訓
練
の
実
施

（
南
分
署
）

六
月
第
二
週
（
八
日
～
十
四
日
）

に
実
施
さ
れ
た
危
険
物
安
全
週
間

に
先
駆
け
、
六
月
四
日
、
津
市
雲
出

伊
倉
津
町
地
内
の
明
成
化
学
工
業

株
式
会
社
に
お
い
て
、
有
事
に
お
け

る
初
動
時
の
連
携
と
、
危
険
物
施
設

で
の
災
害
に
対
す
る
消
防
の
適
切

な
対
応
を
確
認
す
る
た
め
、
合
同
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

従
業
員
は
、
消
防
計
画
等
に
従

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
に
お
い
て
、

機
敏
な
対
応
と
状
況
報
告
が
な
さ

れ
、
消
防
は
久
居
消
防
署
指
揮
隊
・

南
分
署
隊
・
香
良
洲
分
遣
所
隊
が
参

加
し
、
関
係
者
か
ら
の
情
報
を
元

に
、
各
隊
の
連
携
及
び
危
険
物
施
設

等
へ
の
防
御
態
勢
に
つ
い
て
確
認

し

し
ま
し
た
。

（
花
井

譲
）

↑三連はしごを活用した訓練を行う署員

↑「障害突破」

に出場した

西分署チーム

↑初動体制を確認！

↑「引揚救助」

に出場した

久居消防署チーム

高塀を

乗り越える隊員→

↓要救助者発見！
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七
月
三
十
一
日
、
河
芸
中
央
公

民
館
で
イ
セ
ッ
ト
株
式
会
社
の
職

員
を
対
象
に
、
普
通
救
命
講
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

警
備
会
社
で
あ
る
イ
セ
ッ
ト
の

職
員
は
、
契
約
先
が
緊
急
事
態
で

通
報
を
う
け
て
出
動
す
る
の
で
、

「
も
し
現
場
で
心
肺
停
止
し
た
人

と
遭
遇
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と

不
安
を
感
じ
て
い
た
そ
う
で
す
。

今
回
の
普
通
救
命
講
習
に
よ
り

世
界
大
会
に
出
場

（
美
杉
分
署
）

八
月
十
六
日
、
兵
庫
県
明
石
市
で

開
催
さ
れ
た
第
三
十
二
回
全
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
選
手
権
大
会
Ｍ
四
十
五
、
九
十

四
㎏
級
に
白
山
消
防
署
美
杉
分
署

の
水
谷
一
人
消
防
士
長
が
出
場
し
、

四
連
覇
、
六
度
目
の
日
本
一
を
果
た

し
、
世
界
選
手
権
へ
の
切
符
を
手
に

し
ま
し
た
。

↑救急救命士による静脈路確保の訓練風景

↑デンマークで開催された

世界選手権の模様

競技中の水谷消防士長→
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平
成
二
十
四
年
七
月
か
ら
平
成

二
十
五
年
一
月
末
ま
で
行
わ
れ
た

実
証
研
究
に
基
づ
き
、
①
血
糖
測
定

と
低
血
糖
発
作
症
例
へ
の
ブ
ド
ウ

糖
溶
液
の
投
与
の
実
施
、
②
心
肺
機

能
停
止
前
の
重
度
傷
病
者
に
対
す

る
静
脈
路
確
保
（
血
管
内
へ
点
滴
や

薬
剤
を
投
与
す
る
経
路
）
及
び
輸
液

（
点
滴
）
の
二
行
為
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
、
救
急
救
命
士
が
医
師

の
具
体
的
な
指
示
を
受
け
て
行
う

こ

救
命
効
果
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。現

在
二
処
置
拡
大
の
認
定
救
命

士
は
津
市
内
で
三
十
三
名
。
七
月
十

五
日
現
在
で
、
既
に
二
十
七
件
も
の

対
象
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
認
定
救
命
士
の
養
成
を
行
い
、

よ
り
質
の
高
い
救
命
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
野
呂

ひ
と
み
）

河
芸
中
公
民
館
で
普
通
救
命
講
習

（
河
芸
分
署
）

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で

世
界
大
会
に
出
場

九
十
四
㎏
級
に
出
場
し
、
個
人
で
は

八
位
、
団
体
で
は
三
位
と
、
日
本
チ

ー
ム
の
入
賞
に
貢
献
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
消
防
業
務
の
傍
ら
練

習
に
励
み
、
世
界
一
を
目
指
し
が
ん

ば
り
ま
す
。

（
宮
田

憲
一
）

救急救命士による静脈路確保の訓練風景

↑救命講習に取組むイセット職員

平成２６年１０月１日

いただけます。 

二
処
置
拡
大
運
用
開
始

（
久
居
消
防
署
）

五
月
十
七
日
、
救
急
救
命
士
処
置

拡
大
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
七
月
か
ら
平
成

こ
と
が
で
き
る
処
置
は
、
心
肺
機
能

停
止
後
の
傷
病
者
に
対
す
る
処
置

に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
心
肺
機

能
停
止
前
の
重
度
傷
病
者
に
対
し

て
早
期
に
処
置
が
で
き
る
こ
と
で
、

救
命
効
果
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

的
確
な
心
肺
蘇
生
法
を
行
え
る
よ

う
、
み
な
さ
ん
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

（
西
谷

昂
）

九
月
五
日
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
二

〇
一
四
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
ウ
ェ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
に
、
日
本

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
Ｍ
四
十
五
、

九
十
四
㎏
級
に
出
場
し
、
個
人
で
は

救命講習に取組むイセット職員
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た
訓
練
と
な
り
ま
し
た

（
鈴
木

悠
介
）

北
垣

地

昔

住

宅
が
多
く
道
路
も
狭
隘
で
、
海
か
ら

も
近
い
た
め
、
普
段
か
ら
災
害
対
応

に
関
心
が
強
い
地
域
で
あ
り
、
毎
年

防
災
訓
練
に
は
多
く
の
住
民
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
津
方
面
団
栗
真
分
団
と

デ
ー
ジ
ー
分
団
の
消
防
団
員
及
び

北
消
防
署
職
員
の
指
導
の
も
と
、
地

区
住
民
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
訓
練

に
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

（
垣
野

公
孝
）

↑消防団員による

  消火栓の取扱指導

↑月の輪工法を実施する消防団員

↑積み土のう工法を実施する消防団員
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あ
い
セ
ン
タ
ー
五
百
野
に
お
い
て

五
百
野
地
区
自
治
会
の
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

各
自
治
会
員
の
自
宅
か
ら
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
五
百
野
ま
で
の
避

難
訓
練
を
実
施
後
、
美
里
方
面
団
の

消
防
団
員
が
訓
練
指
導
の
中
心
と

な
り
、
消
火
栓
取
り
扱
い
訓
練
、
救

急
法
、
「
熱
中
症
の
対
処
法
、
固
定

法
、
止
血
法
」
の
想
定
訓
練
を
各
班

に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

地
域
住
民
約
六
十
名
が
参
加
し
、

地
域
の
結
束
力
を
感
じ
る
充
実
し

た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

内
鈑
金
工
場
敷
地
内
で

栗
真
町
屋

町
北
垣
内
地
区
住
民
に
よ
る
防
災

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

北
垣
内
地
区
は
昔
な
が
ら
の
住

に

香
良
洲
地
域
で
香
良
洲
方
面
団

と
地
区
自
主
防
災
会
に
よ
る
水
防

訓
練
を
実
施
し
ま
た
。

雲
出
川
と
雲
出
古
川
に
囲
ま
れ

た
香
良
洲
地
域
は
、
災
害
に
対
す
る

住
民
の
意
識
が
高
く
、
訓
練
に
は
地

区
自
主
防
災
会
と
香
良
洲
方
面
団
、

香
良
洲
総
合
支
所
職
員
、
香
良
洲
分

遣
所
職
員
の
総
勢
百
九
十
七
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
積
み
土
の
う
工
法
に

参
加
者
全
員
が
真
剣
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

（
上
杉

茂
郎
）

加
し

水
防
工
法
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

訓
練
は
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
り
堤
防
の
一
部
が
決
壊
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
安

濃
分
署
職
員
指
導
の
も
と
、
積
み
土

の
う
工
法
及
び
月
の
輪
工
法
が
そ

れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
参
加
者
は
、
暑
い
日
差
し
の

中
、
真
剣
な
眼
差
し
で
訓
練
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。

(

溝
口

裕
紀)

↑消防団員による

  消火器の取扱指導

平成２６年１０月１日

いただけます。 

美
里
町
五
百
野
地
区
自
治
会

防
災
訓
練
を
実
施

（
美
里
分
署
）

七
月
二
十
七
日
、
美
里
町
の
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
五
百
野
に
お
い
て
、

栗
真
北
垣
内
地
区
自
治
会

防
災
訓
練
を
実
施

（
北
消
防
署
）

六
月
八
日
、
栗
真
町
屋
町
の
大
河

内
鈑
金
工
場
敷
地
内
で
、
栗
真
町
屋

香
良
洲
地
域
自
冶
会

防
災
訓
練
を
実
施

（
香
良
洲
分
遣
所
）

五
月
二
十
五
日
、
出
水
期
を
前

に
、
香
良
洲
地
域
で
香
良
洲
方
面
団

安
濃
方
面
団
、
夏
期
訓
練
を
実
施

（
安
濃
分
署
）

七
月
六
日
、
安
濃
小
学
校
に
お
い

て
、
安
濃
方
面
団
員
約
七
〇
名
が
参

加
し
、
水
防
工
法
訓
練
が
実
施
さ
れ
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白
山
方
面
団
夏
期
実
践
訓
練

（
白
山
消
防
署
）

八
月
十
七
日
、
県
立
白
山
高
校
で

白
山
方
面
団
夏
期
実
践
訓
練
が
開

催
さ
れ
、
白
山
方
面
団
員
、
白
山
高

校
の
職
員
や
生
徒
、
県
立
一
志
病
院

職
員
、
自
治
会
な
ど
約
二
百
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

大
規
模
地
震
に
よ
り
、
倒
壊
家
屋

内
に
多
数
の
要
救
助
者
が
発
生
、
ま

た
、
地
震
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
た

と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員
と

県
立
一
志
病
院
に
よ
る
救
出
救
護

訓
練
、
白
山
高
校
の
生
徒
と
自
治
会

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
消
防
団
車

両
に
よ
る
中
継
送
水
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

訓
練
後
、
川
尻
白
山
方
面
団
長
か

ら
、「
地
域
住
民
の
方
や
地
元
病
院
、

学
校
と
の
合
同
訓
練
は
初
め
て
の

経
験
で
あ
り
、
非
常
に
充
実
し
た
訓

練
に
な
っ
た
。
有
事
の
際
は
、
各
ポ

ジ
シ
ョ
ン
で
一
致
協
力
し
て
、
大
災

害
に
立
ち
向
か
い
た
い
。
」
と
の
講

評
が
あ
り
ま
し
た
。

（
池
山

弘
）

一
志
方
面
団
女
性
消
防
団
員

普
通
救
命
講
習
を
実
施

（
一
志
分
署
）

五
月
十
日
、
今
年
四
月
か
ら
新
た

に
入
団
さ
れ
た
一
志
方
面
団
の
女

性
消
防
団
員
九
名
を
対
象
に
、
普
通

救
命
講
習
が
一
志
総
合
支
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で
講

義
を
聞
き
、
一
生
懸
命
に
心
肺
蘇
生

法
等
の
実
技
訓
練
に
取
組
ん
で
い

ま
し
た
。

今
後
、
女
性
消
防
団
員
は
、
火
災

の
予
防
や
心
肺
蘇
生
法
等
の
応
急

手
当
て
の
普
及
な
ど
、
防
災
に
関
す

る
啓
発
活
動
を
中
心
に
、
男
性
消
防

団
員
や
消
防
署
員
と
連
携
を
図
り
、

よ
り
効
果
的
な
広
報
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

（
山
田

佳
幸
）

芸
濃
女
性
消
防
団
員
に
よ
る

手
作
り
防
災
ず
き
ん
講
座

（
芸
濃
分
署
）

八
月
二
十
日
、
一
身
田
老
人
会
婦

人
部
の
方
を
対
象
と
し
た
手
作
り

防
災
ず
き
ん
講
座
が
一
身
田
公
民

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

手
作
り
防
災
ず
き
ん
は
、
芸
濃
方

面
団
の
女
性
分
団
、
さ
さ
ゆ
り
分
団

が
以
前
か
ら
各
地
域
の
婦
人
会
、
老

人
会
な
ど
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
防

災
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

作
り
方
は
簡
単
で
バ
ス
タ
オ
ル

を
袋
状
に
し
た
も
の
に
、
災
害
時
に

必
要
な
衣
類
な
ど
を
中
に
詰
め
て

ク
ッ
シ
ョ
ン
代
わ
り
と
し
、
あ
と

は
、
裁
縫
糸
で
縫
い
つ
け
る
だ
け
と

い

い
う
短
時
間
で
作
成
で
き
る
簡
易

防
災
ず
き
ん
で
、
避
難
時
に
頭
部
を

保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、
避
難
所
に

お
け
る
就
寝
時
の
枕
代
わ
り
や
座

布
団
と
し
て
も
使
用
で
き
、
ま
た
、

中
に
詰
め
て
あ
る
衣
類
を
取
り
出

せ
ば
避
難
時
の
着
替
え
と
し
て
使

う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
な
か
な
か

の
優
れ
も
の
で
す
。

芸
濃
方
面
団
の
女
性
消
防
団
員

は
、
こ
れ
か
ら
も
要
望
が
あ
れ
ば
各

地
域
に
赴
き
、
災
害
時
の
困
難
な
避

難
生
活
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た

め
の
助
力
と
な
る
よ
う
、
こ
の
講
座

を
通
じ
て
防
災
啓
発
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

（
和
田

健
）

↑普通救命講習に取組む

女性消防団員

↑トリアージポストで活動する

消防団員と一志病院職員

↑芸濃方面団ささゆり分団による

防災ずきんの指導
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津
市
消
防
団

県
消
防
操
法
大
会
で
入
賞

（
河
芸
分
署
・
香
良
洲
分
遣
所
）

七
月
十
三
日
、
三
重
県
消
防
学
校

で
開
催
さ
れ
た
三
重
県
消
防
操
法

大
会
に
、
津
市
消
防
団
か
ら
河
芸
方

面
団
と
香
良
洲
方
面
団
が
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
、
河
芸
方

面
団
が
準
優
勝
、
香
良
洲
方
面
団
が

三
位
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

約
六
ヶ
月
間
、
消
防
団
員
は
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
を
終
え
た
後
、
各
方
面

団
の
訓
練
場
所
で
、
仲
間
や
家
族
の

応
援
を
受
け
な
が
ら
、
厳
し
い
訓
練

に
取
組
ん
だ
結
果
が
実
を
結
び
ま

し
た
。

【
準
優
勝

河
芸
方
面
団
】

す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
が
本
番

は
完
璧
で
し
た
！

【
第
三
位

香
良
洲
方
面
団
】

今
後
も
香
良
洲
地
域
の
安
心
安

全
の
た
め
に
、
さ
ら
な
る
精
進
を

し
て
消
防
団
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
！

ガ
ソ
リ
ン
を

貯
蔵
・
取
扱
う
際
の
留
意
事
項

（
消
防
安
全
課
）

ガ
ソ
リ
ン
は
、
引
火
点
が
マ
イ
ナ

ス
四
十
℃
程
度
と
低
く
、
極
め
て
引

火
し
や
す
い
特
性
が
あ
り
、
ま
た
、

電
気
の
不
良
導
体
で
あ
る
た
め
、
流

動
等
の
際
に
発
生
し
た
静
電
気
が

蓄
積
し
や
す
い
性
質
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
性
を
十
分
理
解
し

次
の
事
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

①
ガ
ソ
リ
ン
を
取
り
扱
っ
て
い
る

周
辺
で
火
気
や
火
花
を
発
す
る
機

械
器
具
等
を
使
用
し
な
い
。

②
静
電
気
に
よ
る
着
火
を
防
止
す

る
た
め
、
静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触

れ
る
等
、
除
電
し
た
う
え
で
危
険
物

を
取
り
扱
う
。

③
ガ
ソ
リ
ン
容
器
か
ら
ガ
ソ
リ
ン

蒸
気
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
、
容
器

は
密
栓
す
る
と
と
も
に
、
ガ
ソ
リ
ン

の
貯
蔵
や
取
扱
い
を
行
う
場
所
は
、

火
気
や
高
温
部
か
ら
離
れ
た
通
風
、

換
気
の
良
い
場
所
と
す
る
。

④
ガ
ソ
リ
ン
使
用
機
器
の
取
扱
説

明
書
等
に
記
載
さ
れ
た
安
全
上
の

留
意
事
項
を
厳
守
し
、
特
に
エ
ン
ジ

ン
稼
働
中
の
給
油
は
絶
対
に
行
わ

な
い
。

⑤
ガ
ソ
リ
ン
の
貯
蔵
に
適
し
た
容

器
で
貯
蔵
す
る
。
ポ
リ
容
器
で
の
貯

蔵
は
不
可
。

ガ
ソ
リ
ン
は
自
動
車
用
燃
料
と

し
て
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の

生
活
に
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
取
扱
い
を
間
違
え
れ
ば
大

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン

の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

（
田
上

祐
馬
）ポリ容器でのガソリン貯蔵不可 

ガソリンの保管に適した容器の例 
（金属製容器であることが必要） 

↑河芸方面団

放水！！→

↑大雨の中、

操法を実施する

香良洲方面団

↑表彰式の模様
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平
成
二
十
六
年
上
半
期
の

火
災
・
救
急
・
救
助
概
況

【
火
災
】
出
火
原
因
の

三
十
三
％
が
「
た
き
火
」

上
半
期
に
発
生
し
た
火
災
は
七
十
二

件
で
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
十
七
件

減
少
し
ま
し
た
。
火
災
種
別
で
は
、
建
物

火
災
が
八
件
減
少
し
、
林
野
火
災
は
九
件

増
加
し
ま
し
た
。
出
火
原
因
の
一
位
は

「
た
き
火
（
三
十
三
％
）
」
で
周
囲
の
枯

れ
草
や
可
燃
物
に
延
焼
し
、
火
災
に
至
っ

て
い
ま
す
。
風
の
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥

し
て
い
る
時
に
は
、
火
の
取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
救
急
】
軽
症
患
者
が

全
体
の
約
五
十
二
％

上
半
期
に
発
生
し
た
救
急
出
動
件
数

は
七
千
二
十
八
件
で
し
た
。
事
故
種
別
で

は
急
病
が
四
千
四
百
九
件
と
最
も
多
く

（
全
体
の
約
六
十
三
％
）
、
次
い
で
一
般

負
傷
が
千
五
十
四
件
（
約
十
五
％
）
、
交

通
事
故
が
六
百
四
十
六
件
（
約
九
％
）
で

し
た
。
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、
出
動

件
数
は
二
百
六
件
、
搬
送
人
員
は
二
百
八

人
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
搬
送
し
た
方

の
約
五
十
二
％
が
軽
症
患
者
で
し
た
。
擦

り
傷
、
歯
痛
、
風
邪
な
ど
軽
い
け
が
や
病

気
で
救
急
車
を
呼
ば
れ
る
方
も
散
見
さ

れ
ま
し
た
。
緊
急
を
要
さ
な
い
場
合
な
ど

は
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
か
か

り
つ
け
の
病
院
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

が
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る

貴
い
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
救
助
】
交
通
事
故
に
よ
る

救
助
出
動
が
最
多

上
半
期
に
市
内
で
発
生
し
た
救
助
出

動
件
数
は
六
十
一
件
で
し
た
。
そ
の
主

な
内
訳
は
、
交
通
事
故
三
十
五
件
で
全

体
の
約
五
十
七
％
を
占
め
ま
し
た
。
そ

の
他
、
主
な
事
故
種
別
に
よ
る
出
動
件

数
は
、
水
難
事
故
七
件
、
建
物
等
に
よ

る
事
故
五
件
、
火
災
四
件
で
し
た
。

昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、
出
動
件

数
は
同
数
と
な
り
ま
し
た
。

出
動
件
数
六
十
一
件
の
内
、
現
場
で

活
動
し
た
件
数
は
四
十
件
で
三
十
九
人

を
救
助
し
ま
し
た
。
活
動
件
数
に
入
っ

て
い
な
い
二
十
一
件
に
つ
い
て
は
、
救

助
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
自
力
で
脱
出

し
た
も
の
や
、
付
近
住
民
等
に
よ
り
救

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

☆

主
な
行
事
予
定

☆

◆
十
一
月
八
日
（
土
）

消
防
・
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
お
城
ホ
ー
ル
ほ
か
）

◆
十
一
月
二
十
四
日
（
月
・
祝
）

平
成
二
十
六
年
度
津
市
総
合
防
災
訓
練

（
津
市
安
濃
中
央
総
合
公
園
内

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

◆
一
月
十
一
日
（
日
）

津
市
消
防
出
初
式

（
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
お
城
ホ
ー
ル
ほ
か
）

編
集
後
記

今
年
の
夏
は
日
本
全
国
で
大
雨
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

八
月
九
日
に
三
重
県
で
大
雨
特
別
警

報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
前
後

で
、
高
知
、
徳
島
、
京
都
や
広
島
な
ど

で
大
雨
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
発
生
、

特
に
広
島
で
は
、
土
砂
災
害
に
よ
り
多

く
の
市
民
と
と
も
に
、
救
助
に
あ
た
っ

て
い
た
消
防
士
も
犠
牲
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

消
防
で
は
日
々
の
訓
練
を
通
じ
、
災

害
に
備
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
規

模
災
害
発
生
時
は
、
消
防
だ
け
で
な
く

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

十
一
月
二
十
四
日
に
は
市
の
総
合
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
地
域
な
ど

で
実
施
さ
れ
る
訓
練
に
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

（
宮
田

憲
一
）

区分 
平成 26 年 

上半期 

平成 25 年 

上半期 
増減 

火災件数合計(件) 72 89 ▲17

火
災
種
別(

件)
 

建物火災 28 36 ▲8

うち住宅火災 10 20  ▲10

林野火災 14  5  9

車両火災  3  5 ▲2

船舶火災  0  0  0

その他の火災 27 43 ▲16

死者（人）  2  4  ▲2

負傷者（人）  6  5  1

▲は減を示す

区分 
平成 26 年 

上半期 

平成 25 年 

上半期 
増減

出動件数 7,028 6,822 206

搬送件数 6,337 6,138 199

搬送人員（人） 6,423 6,215 208

主な

事故

種別

(出動件数)

急 病 4,409 4,220 189

一般負傷 1,054 1,084 ▲30

交通事故   646   647  ▲1

▲は減を示す

区分 
平成 26 年 

上半期 

平成 25 年 

上半期 
増減

出動件数 61 61  0 

活動件数 40 33  7 

救助人員（人） 39 33  6 

主な

事故

種別

(出動件数)

交通事故 35 29  6 

水難事故  7  6  1 

建物等による事故  5  8 ▲3 

火 災  4  6 ▲2 

▲は減を示す
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